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研究成果の概要（和文）：文学研究と文学教育のあり方を、ことに教養学部の領域で扱うことの

問題点と可能性とを国際比較し、今後の展望を探る目的で、イギリス、アメリカ、フランスの

主要な大学における経験豊かな文学担当の研究者と直接に長時間の面談による情報集種をおこ

ない、それを日本での現状にどのように反映できるか検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In	
 order	
 to	
 review	
 and	
 reconsider	
 the	
 significance	
 and	
 meanings	
 of	
 Literary	
 studies	
 and	
 
education	
 in	
 liberal	
 arts	
 education	
 system,	
 in	
 particular,	
 we	
 have	
 conducted	
 researches	
 
based	
 upon	
 personal	
 interviews	
 with	
 various	
 scholars	
 and	
 educators	
 currently	
 teaching	
 
literature	
 courses	
 in	
 major	
 universities	
 in	
 England,	
 America	
 and	
 France.	
 The	
 information	
 
and	
 advice	
 thus	
 collected	
 were	
 internationally	
 compared	
 and	
 considered	
 with	
 view	
 to	
 reform	
 
teaching	
 practice	
 in	
 Japan	
 from	
 now	
 on.	
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
２００８年度 3,600,000	
 1,080,000	
 4,680,000	
 

２００９年度 3,500,000	
 1,050,000	
 4,550,000	
 

２０１０年度 3,500,000	
 1,050,000	
 4,550,000	
 

２０１１年度 2,200,000	
 660,000	
 2,860,000	
 

	
 	
 年度 	
 	
 	
 

総	
 計 12,800,000	
 3,840,000	
 16,640,000	
 

 
 
研究分野：西洋古典文学、イギリス、アメリカ文学，フランス文学、日本文学 
科研費の分科・細目：人文学 A・各国文学・文学論 
キーワード：リベラルアーツ教育、文学研究、文学教育、一般教養、古典、文学、創作活動、

文学理論 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、大学に於ける人文科学、ことに哲学や
文学など就職に直結しない学問分野の退潮
傾向は否めず、多くの大学で文学部の衰退と
専攻学生数の減少が問題となってきている。
文学の分野ではさまざまな学会にもこの傾
向は及び、こうした傾向をただ看過していて
はいられない現状である。国際基督教大学で
は教育改革の一貫として、メジャー制度への

転換がおこなわれたが、それにともない従来、
国別の文学専攻がなされていたが、それをま
とめて、文学研究メジャーとして改組された。 
この時期に、国別の文学研究と教育を乗り越
えて、広く文学全体について、大学で、こと
に本学のような教養学部でいかに教育と研
究がなされるべきか、共通の理解を持つべき
だという認識が担当教員の間にひろまり、共
同研究にたずさわろうという合意が形成さ
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れた。 
 
２．研究の目的 
文学研究と教育が置かれている厳しい現状
に鑑み、何らかの打開策を見出し、同時に国
別に縦割りになっている領域を広やかに見
つめ直し、共同して今後の歩みをすすめるき
っかけを求める。 
 
３．研究の方法 
文学教育と研究については、統計的な資料収
集は始めから考えず、各国の大学の教員に直
接長時間のインタヴューをおこない、日本で
の現状を充分に説明したあとで、それぞれの
経験にもとづく方策を収集した。インタヴュ
ーにかかわった国は各国の大学教員の数は、
合計で延べ４０名を超え、それぞれ経験知に
則った見識高い意見を収集することができ
た。オックスフォード大学、ハーヴァード大
学、パリ大学、アーマスト大学、ブリストル
大学、ボストン大学、カリフォルニア大学、
カラマズー大学などの教授たちとの直接の
情報交換は刺激に満ちたものだったが、その
うち、数名は国際基督教大学での公開講演会
に参加する形での意見交換をおこない、この
研究課題に直接かかわる範囲をこえた、広い
聴衆とも問題を共有出来たことは意義ぶか
かった。また、逆に、共同研究者の四名や多
大学に所属する共同研究者二名は海外で公
演をおこない、現地の研究者との間で、この
研究課題について理解をふかめ、問題を共有
した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
最終年には、このように海外から集積された
知見をもとに、国際基督教大学の卒業生で現
在活躍中の作家、奥泉光、高村薫両氏を招い
て、他の大学に所属する共同研究者とともに
シンポジュームを開催し、公開して多くの聴
衆とともにこれまでの研究成果を話し合っ
た。就職のための資格教育ばかりが重要視さ
れる咋今の大学教育において、古典作品を中
心とする教養教育は、ただちに就職との関連
はあるようには見えなくとも、人間として生
きるうえで、必要不可欠の知識であり、それ
は大学教育の場以外では学べないことが多
い。古典作品は一見近づきにくく、現代の学
生の関心から遠のいているように見えるが、
教える側が受け手の立場にたって様々な工
夫をする必要性に迫られている。その工夫の
要点はいかに文学を実践するかという側面
であり、教育の場面にその要素をいかに多く
取り込めるかである。たとえば、詩を始めと
する文学作品の朗読、演技のワークショップ、
クリエイティヴ・ライティング、映画作品と
の比較、などを教育の場面に活発にとりいれ、
単にテキスト分析だけに終始することなく、

生きた作品として体感できる環境を創り上
げることの重要性が浮き出た結果となった。	
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